
食べる機能の発達







月数がありますが、ご病気があったり、発達がゆっくりなお子さんは、必ずしもこの
月数ではありません。お口は体の一部なので、お口だけが発達したり遅かったりは
しませんので、お子さんの発達に合わせて考えていきましょう。



生まれたばかりの赤ちゃんの口はお乳を乳首から受け入れるような形になっています。
このころは、まだ、自分の意思で噛んだり、つぶしたりすることはできません。

形のある食べ物や、体に害があるかもしれない酸っぱい味（腐ってる）、苦い味（毒かも）
は受け入れません。
赤ちゃんが生まれながらにもつ、身体を自ら守る反射的な仕組みです。

哺乳反射がある程度消えたころが、自分の意思で食べ物を処理する動きを引き出すのに
適切な時期で、離乳開始の目安になります。



授乳中の乳児の口の中は、吸啜によっておっぱいを摂取するために適した特徴的な
形がみられます。



離乳開始前の準備の時期

安静時に舌が出なくなってきたかどうかの気付きが離乳開始の目安









平らなスプーンを使います

食べる機能は、口に加えられた触覚刺激に応じた運動が引き出されることによる
感覚‐運動系の営みなので、離乳食をスプーンでお口の奥に無理に押し込まないように
しましょう



口の中で食べ物をつぶしているかは、口の動きを見て判断します。
この時期で、食べ物が硬すぎると、食べなかったり、丸呑みしたり、のどに詰めた
りしてしまいます。
お口の手前で食べ物が取り込めるよう介助します。



舌でつぶせない硬さと形を感じたとき、食べ物を左右にずらして舌より硬い
奥の歯茎におけばつぶせることを覚えていきます。

食物をつぶす側の口角が縮んで反対側の口角が伸びた形になります。
左右が違う動きができるようになってくるのが特徴的です



やや大きな食べ物の一部をはえてきた上下の前歯を使いかじりとるなどして、歯を
使う感覚と一口量を覚えていきます。

上肢と手指の機能発達とあいまって手づかみ食べが上手になり、手と口の協調運
動を学んでいきます。



食具食べ機能獲得期

自分で道具を使って食べる
動きの学習

上腕がぴったりくっついたま
ま口に運ぶ

↓
口が食物まで迎えにいく

↓
上腕が体から離れ肘が前に
出て口の中央から取り込む
ことができるようになる

正常機能発達過程において
は、箸動作は6～7歳



食具の持ち方・動かし方は
腕の発達に関係する



介助者
（教師）

食物
（教科書）

子ども
（生徒）

調理
（教科書作り）

食べ物の役割



学習食



• 食事は身体の栄養だけ
でなく、心の栄養も摂取
する場です。一緒に食卓
を囲む人との関係を食べ、
絆を食べます。

• 子どもにとって、食事が
楽しく、うれしく、おいしく、
心温まる時間であること

を心から願っています。

資料
鳥取県歯科医師会 こどもの口腔機能の向上について
小児の摂食嚥下リハビリテーション
乳幼児の食べる機能の気付きと支援


